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災害情報研究会の活動

目 的
災害情報研究会では、災害発生直後から、初動、復旧まで
時系列的に必要な情報を検討し、それとともに平時から準
備しておく必要があるものを平時に必要な情報としてとり
まとめることとした。

運 営
研究会を月1回の頻度で実施。
これまでに22回の分科会、
その後7回の研究会を実施している。

2006年 6回

2007年 12回

2008年 7回

2009年 4回
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災害情報研究会の活動

災害情報研究会メンバー(09/4現在28名)

自然災害情報WG
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想定する災害の定義

広域に被害をもたらす首都直下地震を想定する。

時間及び震源地は未定とし、フレキシブルな対応を検討
する。

震度は6強程度の地震とする。

対象企業は東京に本社のある大手のメーカー企業とする
。（社員は数千人規模）

本社は東京であるが、全国展開を図っており、地方にも
主要拠点・工場が設置されている。

BCPを作成する場合には、災害を特定せずあらゆる事象に対して事業継
続対応が実行出来るようにすることが前提である。災害情報研究会では
ケーススタディとして以下のケースを想定し検討を進めているが、業種規
模を問わず、なるべく汎用的に活用できるケース策定を目指している。
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分科会12回目までの時系列別整理

平時

発災直後

初動

復旧

時間軸

行動

意思決定すること

Why

意思決定の根拠とな
る情報

What

情報を取得するため
に平時において検討
対策しておく事項

行動意思決定のため
に平時において検討
策定しておく事項

情報の取得者

Who

取得手段

How
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分科会1３回目～フロー図策定
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フロー図から導きだした対応項目一覧
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対応画面から導き出したデータ項目一覧
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課題と今後の進め方

必要情報を
・どこから
・どうやって
収集伝達するか？の検討を行う

研究会を継続的に実施し、３月を目処に検討結
果をまとめる。
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